
                                 

©Ｋａｗａｉｊｕｋｕ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎａｌ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｉｏｎ. 
 

 

 

 

 

● 第３回全統共通テスト模試から見直しておきたい問題 

【 問題 】 
第１問 

 

 

 

 ２０２６年度共通テスト あと４５日で押さえるポイント 地学基礎 
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【 ポイント 】  

正解：② 
 この問題は、問題文と図・表から、問題を解くうえで必要な情報を正確に抽出していく必要があります。問題文が長い

ですが、その中にはとても重要な情報が書かれています。まとめて箇条書きにすると、 
⑴プレート境界ⅠとⅡは、拡大する境界と収束境界のどちらかであり、その位置は移動しない（固定されている） 

⑵プレート X～Z は東西方向に移動し、AB 間の距離は年々増加し、BC 間の距離は年々減少している 
⑶プレート X の移動の速さは 3cm/年で、三つのプレートの移動の速さと方向は一定である 

⑷10 年間で、AB 間の距離は 60cm 増加し、BC 間の距離は 110cm 減少した 
となります。⑴と⑵から、プレート境界は固定されているとすれば、AB 間の距離は年々増加していることから離れてい

ることになり、逆に、BC間の距離は年々減少していることから近づいていることになります。ここで、拡大境界はプレー

トどうしが離れる境界であり、収束境界はプレートどうしが近づく境界である、という知識が頭の中に入っている必要が

あります。この知識に基づいて、拡大する境界はプレート境界Ⅰであり、収束境界はプレート境界Ⅱであると判断でき

ます。 

 この結論から、プレート X の移動方向はプレート境界Ⅰから離れていく方向、つまり西、プレート Y の移動方向はそ

の反対方向の東になります。そして、⑶と⑷から、プレート X 上にある地点 A は、10 年間でプレート境界Ⅰから 3×10

＝30cm 遠ざかったことになり、プレート Y 上にある地点 B は、10 年間でプレート境界Ⅰから 60－30＝30cm 遠ざかっ

たと求められます。つまり、プレート Y も 10 年間で同じ距離 30cm 移動したわけですね。ですから、プレート Y も移動

の速さは 3cm/年と求められます。したがって、プレート X とプレート Y は同じ速さで互いに反対方向に(プレート X は西

に、プレート Y は東に)移動したわけです。今度は、プレート境界Ⅱを軸にして考えると、プレート Y は 10 年間でプレー

ト境界Ⅱに 30cm 近づいたことになるので、プレート Z にある地点 C は、10 年間でプレート境界Ⅱに 110－30＝80cm
近づいたことになります。したがって、プレート Z の移動の速さは、80÷10＝8cm/年となるのです。 

問題文が長いと何が問われているのかわからなくなったりすることもあるでしょう。しかし、上記のように、抽出した

情報を箇条書きにしたり、【学習の手引き】の図１－３に示されるように、問題で与えられた図３に必要な情報を書き込

んでいくことで、複雑に絡んだ糸がほぐれていくのです。このような問題は過去問や予想問題などをどんどん解いてい

くことで、だんだん独力で解けるようになっていくのです。本問は高卒生と現役生の正答率の差が大きく、また、上位層

と下位層との差も大きかったのですが、決して難解な問題ではありません。計算が入っているからと最初から諦めず

に、解き慣れてください。自信をもって、共通テスト本番を迎えましょう。 
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